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24
．
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の
防
寒

着
・
イ
ン
ナ
ー
等
の
貸
与
に

関
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

25
．
磐
越
西
線
の
沿
線
危
険
木

へ
の
対
策
及
び
伐
採
に
つ
い

て
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

26
．
五
十
島
駅
の
線
間
プ
ー
ル

を
常
時
稼
働
さ
せ
る
こ
と
。 

27
．
乗
務
員
の
ポ
イ
ン
ト
不
転

換
対
応
に
つ
い
て
、
輸
送
指

令
員
に
対
し
て
説
明
を
行
う

こ
と
。 

28
．
ポ
イ
ン
ト
不
転
換
対
応
の

際
、
乗
務
員
と
輸
送
指
令
員

の
意
思
疎
通
が
相
互
に
確
認

出
来
る
取
り
扱
い
を
実
施
す

る
こ
と
。 

29
．
乗
務
員
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

不
転
換
対
応
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
保
安
体
制
及
び
保
護

具
の
視
点
で
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

    

18
．
Ｅ
６
５
３
系
窓
ガ
ラ
ス
破

損(

ト
ン
ネ
ル
徐
行
等)

を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。 

19
．
酒
田
運
輸
区
構
内
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
出
入
り
口
お
よ
び

軽
油
タ
ン
ク
ま
で
の
除
雪
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
。 

20
．
酒
田
運
輸
区
社
員
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
除
雪
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。 

21
．
長
岡
車
両
セ
ン
タ
ー
の
女

性
用
休
養
管
理
室
に
電
気
毛

布
を
配
備
す
る
等
、
暖
房
設

備
を
設
置
す
る
こ
と
。 

22
．
信
越
線
・
上
越
線
の
同
時

カ
ッ
タ
ー
代
行
運
転
に
対
応

で
き
る
冬
期
要
員
を
配
置
す

る
こ
と
。 

23
．
架
線
凍
結
に
よ
る
駅
間
停

車
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
考

え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

結
に
対
す
る
車
両
構
造
上
の

課
題
解
決
策
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

16
．
Ｅ
１
２
９
系
編
成
に
改
良

さ
れ
た
連
結
器
カ
バ
ー
を
施

工
す
る
こ
と
。 

17
．
検
修
社
員
に
よ
る
始
発
列

車
凍
結
対
応
の
基
準
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

５
．
乗
務
員
運
用
に
お
け
る
タ

ク
シ
ー
輸
送
の
解
消
等
列
車

の
持
ち
替
え
関
す
る
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

６
．
暖
房
予
熱
に
つ
い
て
車
種

別
に
考
え
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

７
．
車
掌
の
誘
導
に
よ
る
制
輪

子
凍
結
確
認
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

８
．
羽
越
本
線
の
ト
ン
ネ
ル
内

氷
柱
対
策
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

９
．
車
両
セ
ン
タ
ー
構
内
を
除

く
箇
所
で
の
車
両
の
屋
根
上

除
雪
に
つ
い
て
必
要
な
教

育
・
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
。 

10
．
駅
の
ホ
ー
ム
除
雪
に
つ
い

て
始
発
確
保
の
体
制
及
び
、

お
客
さ
ま
・
乗
務
員
か
ら
の

申
告
を
受
け
て
か
ら
の
除
雪

体
制
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

11
．
越
後
川
口
駅
の
飯
山
本
線

の
除
雪
を
始
発
列
車
前
に
終

わ
ら
せ
る
こ
と
。 

12
．
越
後
川
口
駅
に
除
雪
要
員

を
常
時
確
保
す
る
こ
と
。 

13
．
寺
泊
駅
下
り
１
番
線
着
発

対
策
と
し
て
越
後
線
１
５
６

Ｍ
は
冬
期
間
Ｅ
１
２
９
系
４

両
で
運
用
す
る
こ
と
。 

14
．
駅
に
お
け
る
体
制
見
直
し

に
つ
い
て(

２
０
２
１
年
９

月
提
案)

を
踏
ま
え
た
吉
田

駅
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。 

15
．
Ｅ
１
２
９
系
の
制
輪
子
凍

新
潟
地
本
は
11
月
２
日
、
申
４
号
と
し
て
「
２

０
２
１
年
度
冬
期
の
取
り
組
み
」
に
対
す
る
申

し
入
れ
を
新
潟
支
社
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

に
お
い
て
も
格
差
が
付
い
て

い
る
こ
と
か
ら
整
合
性
が
は

か
れ
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。 

経
営
側
は
、
時
々
の
判
断
と

な
る
と
し
つ
つ
も
、
基
本
は
月

数
で
の
回
答
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。 

交
渉
団
は
、
期
末
手
当
は
会

社
施
策
を
担
う
こ
と
や
生
活

を
維
持
す
る
た
め
の
原
動
力

で
あ
る
と
主
張
、
経
営
側
が
こ

の
間
「
期
末
手
当
は
安
定
支

給
」
と
述
べ
て
き
た
こ
と
を
指

摘
し
、
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
生
活
の

安
定
・
安
心
や
赤
字
下
で
も
勤

労
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
、
２
．
８
ヶ
月
要
求

の
満
額
回
答
を
求
め
る
と
強

く
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

出
し
ま
し
た
。 

 

■
申
４
号 

申
し
入
れ
項
目 

１
．
新
潟
支
社
に
お
け
る
「
冬

期
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

の
提
案
及
び
社
員
周
知
は
、

可
能
な
限
り
細
部
に
わ
た
り

行
う
こ
と
。 

２
．
輸
送
指
令
の
要
員
体
制
、

冬
期
設
備
の
使
用
開
始
等
の

冬
期
体
制
を
12
月
１
日
か
ら

と
す
る
こ
と
。 

３
．
雪
害
に
伴
う
計
画
運
休
等

の
プ
レ
ス
発
表
及
び
全
系
統

へ
の
現
場
周
知
は
速
や
か
に

行
う
こ
と
。 

４
．
雪
害
に
伴
う
計
画
運
休

は
、
降
雪
及
び
現
場
の
除
雪

状
況
を
第
一
優
先
に
考
え
て

判
断
す
る
こ
と
。 

新
潟
地
本
は
支
社
側
よ
り

「
２
０
２
１
年
度 
冬
期
の

取
組
み
に
つ
い
て
」
の
提
案
を

10
月
11
日
に
受
け
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
冬
期
は
平
野
部

で
も
大
雪
と
な
り
、
新
潟
支
社

管
内
の
在
来
線
全
線
で
終
日

運
休
が
続
く
な
ど
多
大
な
影

響
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
課
題

の
克
服
に
向
け
新
潟
支
社
と

団
体
交
渉
を
重
ね
、
議
論
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

冬
期
輸
送
を
担
う
社
員
の

負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
安
全
・

安
定
輸
送
を
確
保
す
る
た
め

に
、
新
潟
地
本
は
11
月
２
日
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

議
論
を
踏
ま
え
、
申
４
号
・「
２

０
２
１
年
度
冬
期
の
取
り
組

み
」
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
提

 

影
響
で
あ
る
と
の
共
通
認
識

は
持
て
る
か
を
問
い
ま
し
た
。 

経
営
側
は
、
社
員
の
奮
闘
や

赤
字
の
原
因
に
対
す
る
認
識

は
同
じ
で
あ
り
社
員
の
努
力

に
感
謝
す
る
と
し
た
一
方
で
、

固
定
費
が
高
い
こ
と
も
要
素

の
一
つ
で
あ
り
「
変
革
２
０
２

７
」
で
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

交
渉
団
は
、
２
０
１
９
年
度

時
点
か
ら
減
少
し
た
営
業
費

用
９
８
０
億
円
の
う
ち
人
件

費
で
42
％
に
あ
た
る
４
１
１

億
円
を
削
減
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
人
件
費
と
り
わ
け

社
員
の
賃
金
・
手
当
に
依
存
し

た
コ
ス
ト
削
減
は
認
め
ら
れ

な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。 

経
営
側
は
、
人
件
費
だ
け
で

の
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

考
え
て
い
な
い
と
し
て
、
安

全
・
安
定
輸
送
を
大
前
提
に
安

全
関
連
以
外
の
設
備
投
資
な

ど
の
コ
ス
ト
削
減
も
行
っ
て

き
た
と
し
ま
し
た
。 

交
渉
団
は
、
当
社
の
賃
金
制

度
上
、「
月
数
プ
ラ
ス
〇
万
円
」

と
す
る
回
答
は
、
す
で
に
職
責

中
央
本
部
は
11
月
５
日
、
申

13
号
「
２
０
２
１
年
度
年
末
手

当
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
に
つ

い
て
、
第
２
回
目
の
団
体
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。 

交
渉
を
通
じ
て
「
赤
字
の
原

因
は
社
員
に
は
な
い
」
「
コ
ロ

ナ
禍
の
反
動
増
と
い
う
要
素

は
あ
る
が
増
収
を
実
現
し
た

の
は
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
努
力
」

「
人
件
費
だ
け
で
コ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
考
え
に

は
な
い
」
「
基
本
は
月
数
で
の

回
答
」
な
ど
の
共
通
認
識
を
導

き
出
し
ま
し
た
。 

◆ 
 

 
 

 

◆ 

本
部
交
渉
団
は
、
第
２
四
半

期
決
算
で
の
増
収
の
実
現
は
、

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
奮

闘
に
よ
る
も
の
だ
と
訴
え
、
赤

字
の
原
因
は
社
員
の
責
任
で

は
な
く
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

 

 

 

 

 

 

 

 


